
ユニット構築の段階的な進め⽅について 

ユニット準備室



ユニット構築の進め方（4.19改訂）

1. ユニットの理念を共有するフェーズ（4月） 
‣ 会議でのブレーンストーミング 

2. 研究テーマを広く共有するフェーズ（4月~5月） 
‣ アンケート，掲示板，会議での研究テーマ紹介 
‣ コミュニティ内外からのインプット 

3. 人と繋がり，ユニットを構想するフェーズ（5月~6月） 
‣ ユニット構築会議でのユニット研究テーマの紹介 
‣ 個別会合による構想の具体化 
‣ 所外共同研究者の積極的な取り込み 

4. ユニットを組織化するフェーズ（6月~9月） 
‣ 研究テーマ，研究方法，構成員，予算プランの検討 
‣ コミュニティとのインタラクティブな議論 
‣ アドバイザリーボード（AB）からの評価 

5. ユニットの結成（8月~9月） 
‣ 会議でのユニット構成の紹介と相互承認

ユニット構築の⼿続き 
1. ユニット構築会議での「ユニット研究テーマ」紹介 

➡ ユニット構想フェーズへ移⾏ 
‣ 全体へのアナウンスによる個別会合開催 
‣ 会合の記録（開催⽇，参加者，議題等） 

2. ユニット準備室への「ユニット構築提案書」提出 
➡ ユニット組織化フェーズへ移⾏ 

‣ 会合の記録（開催⽇，参加者，議事録等） 
‣ ABからの評価 
‣ ユニット構築会議での中間報告 

3. ユニット準備室への「ユニット計画書」提出，および
ユニット構築会議での紹介 

➡  ユニット結成の相互承認

留意事項 
• ユニットの研究活動

の枠を超える，研究
所運営ならびに⼤学
共同利⽤機関の役割
として想定される
「共通業務」に関し
ては別途議論． 

• まずは，研究テーマ
に集中した議論． 

• 研究テーマへの昇華
を考えて検討． 
↑掲⽰板での議論より 

アンケート

今日

境界条件 
• 2022年度からユニット体制へ移⾏するために，9⽉末を⽬処にユニットの概要を策定 
• これまでの組織構造にとらわれず，ユニット基本構想に合致する研究ユニットを，ボ

トムアップで構築

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeIYK9h3gVBcJozLkd6RPjPebBPp9HRQkejCzPtPkI85kdIeA/viewform?vc=0&c=0&w=1&flr=0
https://yammer.com/


ユニット構築にかかるフォーマット
ユニット構想フェーズへ移⾏ 

「ユニット研究テーマ」 
紹介内容  

1. 研究テーマの紹介 
2. 研究⽬的 
3. 研究へ取り組み⽅ 

- 想定している装置・設
備，研究環境について 

- 協⼒が欲しい専⾨領域  

※ ユニット構築会議における議論に期待
すること 
- ユニット構想への建設的なコメント 
- ユニット構想への各⾃の関与可能性

の確認

ユニット組織化フェーズへ移⾏ 

「ユニット構築提案書」
フォーマット  

1. ユニット仮称 
2. コアになる研究テーマ 
3. 想定している研究組織 

＜参考＞研究所職員，所外
コアメンバ，所外研究協⼒
者の概数 

4. 研究⽬的 
5. 研究⼿法 

- 必要となる施設・装置，
研究環境

ユニット結成の相互承認 

「ユニット研究計画書」
フォーマット  

1. ユニット名 
2. コアになる研究テーマ 
3. 研究概要 
4. 研究組織 

- 研究所職員 
- 所外コアメンバ 
- 所外研究協⼒者 

5. 研究⽬的 
6. ユニットの時限 
7. 研究実施計画（年次計画）

➡ 学術実験プラットフォーム
の議論へ展開



次のステップ
❖ユニット構築アンケートの実施 
‣ 本日，掲示板とメールにてURL通知 
‣ 2021年5月6日（木）回答〆切 
※期間中は修正が可能 
※テーマを複数回答する場合は，複数の回答をしてください． 

‣ 2021年5月10日（月）朝までには，アンケート結果を公開します． 
❖掲示板とWebページを使った情報共有 
‣ Web：会議資料，議事録の公開 
‣ 掲示板（Yammer） 
- 質問，議論，問題提起，勧誘 
- ユニット準備室／学術実験プラットフォーム検討チームからの事前情報公開 

❖来週以降の「研究テーマ紹介」募集 
‣ unit@nifs.ac.jpへ連絡ください


